
待機時間、荷卸し時間の短縮等による拘束時間削減

一
鹿児島県

'
·

荷主企業：鹿児島くみあいチキンフーズ株式会社川内工場

鹿児島県に生産拠点を持つ食肉メーカー。九州圏内をはじめ、全国に出荷してい
る。関西以西の遠方への出荷についてはフェリーを利用している。
運送事業者：元請：株式会社」A物流かごしま、実運送事業者：牧迫運輸株式会社

鹿児島県に本社を置く。食肉の輸送経験は長い。

荷：肉
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鹿児島発中国地方向けの2ルートについて、下記の①～④の取組を行い、拘束時間の

短縮を行った。(※Beforeの「時間」は実績の平均値である）
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③走行時間短縮のため、
他の車両により事前に転送

を実施

［鹿児島ー川内間の
往復に時間がかかる
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① （ルートAB共通）到着順の積込となっていたため、ドライバーが早めに来て順番待ちを

したり、他の車両と時間が重なることによって、待機時間が長くなることがあった。
② （ルートAB共通）途中経由地での荷卸しに時間がかかっていた。
③ （ルートB)走行距離が長く、拘束時間が長くなっていた。
④ （ルートB)届け地での時間指定により、適切な休息がとりにくくなっていた。

① （ルートAB共通）納品先の時刻指定状況から逆算し、実験車両の積込み開始時刻を
15時と決定。他の車両については、実験車両の積込みに影響を与えないよう、別の

時間帯を指定した。
② （ルートAB共通）経由地で卸す分について、バラ積みをパレット積みに変更した。
③ （ルートB)発地からルートの途中までを別車両で運ぶことにより、実験車両の走行距

離、走行時間を短縮した。

④ （ルートB)届け先の時間指定を後ろにずらしてもらい、納品前に休息8時間を確保し

ヽ

① 待機時間が平均4時間から「ゼロ」へ短縮された。
② 経由地での荷卸しはルートAで平均1.3時間から1時間に短縮された。ルートBでは荷

卸し2回で2.3時間であったが、8時間の休息期間取得により荷卸し1回は別運行とな
るため、ルートBの荷卸しは1回1時間に短縮された。

③ ルートBの走行時間は平均10.5時間から10時間に短縮された。
④ ルートAの拘束時間は4.3時間短縮、ルートBの拘束時間は9.8時間短縮された。

① 出荷車両について、およその時間指定はしていたものの、改めて行き先を考慮した時
間指定を行うことにより、全体的に待機時間が削減された。

② トラック運送事業者とのコミュニケーションの深化・信頼関係の増強が図れた。

① 荷主企業から届け先への協力依頼により、納品時間指定を変更してもらえたこと。

② 荷主企業において、新たな手間·コストが発生する可能性があるものの、経由地で
卸す分について、パレット積みの意思決定があったこと。

③ 走行時間を短縮するため、コストをかけて転送するというアイディアを実行したこ
と。
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